
＜基本情報＞
所在地：宮崎県宮崎市高岡町
＜農場概要＞
 有機ＪＡＳ認証ほ場約4.4ha（茶）
 地域の有機農業者（茶）8名（25ha程度）で、
グループをつくり、生産技術向上の学習会等を実施。

＜病害虫対策・土づくり＞
 病害虫対策

チャノホソガ対策は、二番茶芽に
産卵する前に収穫を終えるよう留意。
また、ダニ対策に、カブリダニ等

の天敵を投入。

 土づくり
肥料は、植物残渣をまず投入し、

その後、魚かす等を含むぼかし肥料
を投入。
土壌を確実に発酵させることによ

り、スリップス等の発生を抑制。

＜苦労している（した）ところ＞
 ミミズが多く生息する優良土壌が仇となり、イノシシがミミ
ズを食べに来ることで、ほ場が荒らされる。
箱わなを設置しているが、生息数が多いため効果は限定的。

＜今後の展開＞
 生産や販売等各部門を強化・効率化するためにも、高岡地域
の8名で法人化を目指す。

 飲用需要のみでは消費も限られるため、クラフトティー等新
たな需要創出に向けた商品開発を検討。

＜有機農業に取り組むきっかけ＞
 父親は慣行栽培を行っていたが、自分の代になる頃、化学合
成農薬に耐性がある病気の被害に遭ったことを契機に、元々、
近所の有機茶生産に興味を持っていたこともあり、有機農業に
取り組み始めた。

 平成28年（2016年）に有機ＪＡＳ認証を取得。
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小浦製茶

＜販売について＞
 生産から荒茶までは、各生産者が行い、販売はグループで取り
扱うことを基本（一部個人による製茶販売も有り）とし、茶商
（海外向け取扱いが主）へ販売。
なお、小浦製茶が販売業務を担っている。

 慣行栽培から有機ＪＡＳを取得すると10a当たり収入は向上す
るが、有機ＪＡＳ転換期間中は、収量が減少し、単価は有機ＪＡ
Ｓ認証に劣るため10a当たり収入は減少する。
このため、グループ全体でプール計算（有機ＪＡＳ認証のキロ

単価から転換期間中のキロ単価へ数百円補填）し、転換期間中の
ほ場を支援。

 県内他地域にも取組を広げており、現在は、４地域65ha以上
で取り組んでいる。

有機農業の取組☞㊲


